
７．エピソード（１）

中国や香港の一流ホテルでも水道の水は飲めない。

必ずペットボトルを買って飲む。（約30円／本）

ホテルの水道の水は非常に薄い泥水と同じ。

その時は分からないが、入浴時に

下着を洗濯して着回しし、日本に

持ち帰って普通に洗濯したが、

その白さに吃驚。



７．エピソード（２-1）

中国や香港のカラオケスナックでは、客一人に女性が

一人付く。

長期滞在者の中には、妻と家族を捨て第二の家庭を築く
人も。



７．エピソード（２-2）

1970年代の日本のアイドルがそのまま現れ、隣に

座る？？？

たどたどしい日本

語と可愛く美しい

ルックス。抜群の

スタイル！！

年齢差は20歳以上。但し、風俗や習慣は中国人。

また、大蒜（ニンニク）を常食している所為か口臭が・・。



７．エピソード（３）

中国 深圳の日常品の物価は香港の１／３～１／４。

1997年頃の香港の物価は日本の新宿と同じ。

因みに、中国深圳のスーパーマーケットで即席麺の

一番人気は日本の「出前一丁」。

一袋五個入で100円。

中国製の即席麺は

一袋五個入で30円だった。



７．エピソード（４）

南京のホテルの床屋で散髪した（900円）。

カットの前に洗髪するが、シャンプーの

ボトルの中身を半分以上使って

“前から上から後ろから、更に左右から”

ガシガシと頭を30分以上マッサージ。

非常に気持ち良いが、髪の毛の薄い方は

気になる・・・。

因みに、中国 深圳の街中では200円だった。



７．エピソード（５）

中国の鄧小平の改革開放を文化の面でも進めようと

「前看進」という標語を作ったことがあったが

「銭看進」という言い方

に変わって、民間で流布。

流石に鄧小平！？



７．エピソード（６）

香港の空港は1998年まで「啓徳（カイタック）空港」。

“香港ターン”と言う高度な操縦技術が要求された。

現在のチェクラップコク空港は、世界第５位の空港

として評価されている。



８．個人的感想（１-1）中国人

中国人は現実的で利己主義の人が多い。

しかし、家族・一族意識は強く大事にする。

プライドの高い民族や一家が渦を為している

中国では“皇帝”のような絶対権力者でない

と治まらないのではないか。

→ 自分勝手だが、権威やお上には弱い。

されど根強い中華思想！！！



８．個人的感想（１-2）中国人

金勘定はシビアであるが、ビジネスの上では先を見通

した上での損得計算があまり上手ではなかった。

ただ、その場限りでの金勘定は早い。

例えて言えば「算盤付きリヤカー」。



７．個人的感想（２-1）香港人

香港人も現実的であるが、根本思想は「大英帝国の一
員」という意識が強くある？。

英国統治下の香港での公用語は英語であった所為か、

官僚や警察、上層階級の人達は

「自分たちは中国本土の人達と

は違うんだ」という言動。

返還後は中国語も公用語に。

されど根強いエリート意識！！！



７．個人的感想（２-2）香港人

香港人も金には貪欲で、少しの利益でも見逃さない。

逆に利益が出ないとなったら直に手を引くクールさ。

例えて言えば「電卓付き軽トラック」。



７．個人的感想（２-3）香港人

山の上からの百万ドルの夜景（な筈）。

下の海岸から見ても非常に奇麗だった。

しかし、混雑した人混みの中、隙あらば・・。



７．個人的感想（２-4）香港人

今回の香港の政変も30年前の香港人は予見していて

「中国の覇権主義が必ずやって来て、香港の自治も長く
は続かないだろう」という意見を残して去って行った。



７．個人的感想（２-5）中国人・香港人

中国人の意識“中華思想”

中国が世界の文化、政治の
中心であり、他に優越して
いるという意識、思想。

香港人の意識

“大英帝国”の一員

イギリス王冠のもとに結合さ
れた植民地帝国の俗称。

西インド諸島，カナダ，イン
ド，オーストラリア，ニュー
ジーランド，南アフリカなど
を支配。なお、香港は英国最
後の植民地。



７．個人的感想（３）中国

国力も人口も大きい中国であるが、米国との覇権争い

が今後、どのような進展を取るのか、注視が必要。

ただ、中国の足元の農業・工業の真の実力は？

統計値は正しい値か？

中国各地に軍団が配置されて

いて、その軍団単位で商売。

長い目で見た場合に、軍事力

への影響は？



７．個人的感想（４）中国・香港・日本

中国も香港も夫々の歴史を踏まえて“民族としての、

国家としての誇り”をシッカリ持っている。

翻って、日本民族として、日本国としての誇りは？

（中国出張の帰りの機内で考え込んだ事。）



７．個人的感想（５）

野口個人としては漢文の世界に浸ることも屡々です。

人間たちの行動を、その根本から見据えて表した古典

の数々。

組織論：論語

戦争論：孫子・呉子

人生論：老子

文芸 ：唐詩選、水滸伝

歴史 ：史記、三国志、隋唐演技



８．エピローグ（１）

2018年夏、久しぶりに香港・中国深圳を訪れた、

その感想。

香港も中国も、ウーロン茶・紅茶からコーヒーに。



８．エピローグ（２）

香港の一流ホテルで英語が通じない！

中国語はＯＫ ・・・？

ザ・カオルーンホテル シャムロックホテル



８．エピローグ（３）

香港の大通りにせり出したド派手な大きなネオンが、

当局の規制で殆ど姿を消していた。



８．エピローグ（４）

中国深圳の「中国民族文化村」の催し物が非常に

洗練されていた。

シルクドソレイユ？と見紛うばかりのレベル。



９．心配の種

最近の中国の覇権主義が台湾だけでなく、日本を含めた
アジア各国に大きな影響を及ぼしている。

南沙諸島

「国際法上の
法的根拠が無
く、国際法に
違反する」

2024年３月22日 産経新聞 記事



終わりに
今回の野口の発表内容は、全て真実です。

しかし、ある国や民族、企業を誹謗中傷したり貶める

ために発表したのではありません。

過去の事実は事実としてシッカリ捉え、

これからどう心すべきか、どう関心を

寄せるべきか、などを考える一助と

なれば幸いです。



ご清聴、有難う御座いました。

３０年前の深圳・・・香港近くの寂れた漁村 現在の深圳・・・高度成長期の日本と同じ熱気
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